




研究目的 

新生児の呼吸循環適応障害は直接児の生命をおびやかすだけでなく,長期予後にも重大な

影響をあたえるゆえ,その病態の解明・治療ならびに予防は最も重要な課題の 1つである。

新生児呼吸窮迫症候群(respiratory distress syndrome,RDS)はその代表的疾患で,近年機

械的人工換気療法の進歩と普及によって救命率の向上がみられているが,一方では人工換

気療法に伴う肺の圧損傷(barotrauma)が増加傾向にあり,barotrauma に伴う合併症(頭蓋

内出血,感染など)なども問題で,その対策が重要となっている。 

循環系の問題では,極小未熟児の動脈管開存(patent ductus arteriosus,PDA)は呼吸循環

適応障害のスペクトルムの 1つを形成し,今日なお未解決な面も多く,治療法も外科的結紮

以外は確立されていない。RDSの出生前診断に関して多くの方法があるが,より正確な方法

の確立とその利用が望まれている。一方，新生児の呼吸不全の原因として肺低形成が最近

注目されるに至り,これら新生児呼吸循環適応障害について総合的見地からの研究が要求

される。本研究班はこれら諸問題についての解明ならびに新しい治療法の確立を目標とし

て研究を行った。 


